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2018（平成30）年６月1日号（2）

第24回ジュニアアクアスロン大会in中島
イン

参加者募集
日時 ８月26日㈰９時30分～
会場 姫ケ浜（長師）
内容 スイム150㍍、ラン
1,500㍍
対象 小学５・６年生（保護
者同伴）
定員 100人程度（抽選）
申し込み ６月29日㈮（消印
有効）までに、直接または郵
送で申込書兼誓約書（大会事
務局、市ホームページにあ
り）を〒791–4501中島大浦
1626トライアスロン中島
大会事務局へ

※参加選手には、選手と保
護者１人分の片道乗船券、
バス乗車券、大会要項など
を配布
問トライアスロン中島大会
実行委員会（中島支所内）☎
997–1840・FAX 997–1585

昨年の様子

　俳
人
・
正
岡
子
規
の
生
誕
１
５
０
年
を
記
念
し
、
奈
良
県

御ご

所せ

市し

か
ら
「
御
所
柿
」
の
苗
木
が
贈
呈
さ
れ
３
月
30
日
、

花
園
町
通
り
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
柿
は
、
明
治
28

（
１
8
9
５
）
年
の
秋
に
、
子
規
が
親
友
・
夏
目
漱
石
と
松
山

で
52
日
間
共
に
過
ご
し
た
後
、

東
京
へ
向
か
う
途
中
、
奈
良
に

立
ち
寄
っ
て
食
べ
た
も
の
。
ま

た
４
月
25
日
に
は
、
市
内
外
の

人
に
こ
の
話
を
知
っ
て
も
ら
い
、

本
市
の
俳
句
文
化
を
感
じ
て
も

ら
う
た
め
、
子
規
と
「
御
所
柿
」

の
ゆ
か
り
を
紹
介
し
た
解
説
板

を
同
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

問
文
化
・
こ
と
ば
課
☎
948
6
9

５
２
・
FAX
934
1
２
8
７

子
規
ゆ
か
り
の「
御ご

所し
ょ

柿が
き

」を

花
園
町
通
り
に
植
樹

　選
考
審
査
で
、
同
校
の
花
壇
は
「
伝

統
と
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
玄
関
前
に

配
置
さ
れ
、
大
き
な
広
が
り
を
感
じ
さ

せ
る
花
壇
。
寒
さ
や
急
な
暑
さ
で
管
理

が
難
し
い
冬
季
に
、
上
手
に
管
理
が
で

き
て
お
り
、
作
り
も
し
っ
か
り
し
て
い

る
。
日
頃
か
ら
熱
心
に
手
を
入
れ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
」
と
の
評
価
を

受
け
ま
し
た
。

 

同
校
の
大
野
和
憲
校
長
は
「
え
ひ
め

国
体
・
え
ひ
め
大
会
を
彩
っ
た
花
を
引

き
継
ぎ
、
生
徒
・
職
員
一
丸
と
な
っ
て

育
て
た
。
国
体
の
花
と
共
に
生
徒
の
愛え

学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
一
つ
と
し
て
毎
年
開
催
の
「
学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
、
久
谷
中
学
校
（
浄
瑠
璃
町
）
が
最
優
秀
の
市
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

顔が
お

も
咲
い

た
」
と
花

壇
へ
の
思

い
を
語
り

ま
し
た
。

【
そ
の
他

の
入
賞

校
】
市
議

会
議
長
賞

＝
浮
穴
小

▼
教
育
長

賞
＝
窪
田

小
▼
農
林

中
央
金
庫

松
山
営
業
所
長
賞
＝
清
水
小
▼
優
秀
賞

＝
垣
生
小
・八
坂
小・伊
台
小・北
条
小

問
公
園
緑
地
課
☎
948
６
５
４
６
・
FAX
934

8
７
２
３

野志市長と久谷中の生徒ら

市
長
賞
は
２
年
連
続
で
久
谷
中

　伊
予
の
豪

族
・
河
野
氏
の

武
勇
を
継
承
す

る
北
条
鹿
島
ま

つ
り
が
５
月

３
・
４
日
に
開

催
さ
れ
、
河
野

氏
に
よ
る
戦
勝

祈
願
・
祝
勝
奉
賛
が
起
源
と
言
わ
れ
る

「
鹿
島
櫂
練
り
」
や
、
海
上
安
全
・
五
穀

豊ほ
う

穣じ
ょ
うを
祈
願
す
る
「
大
注
連
縄
」
の
奉
納

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

訪
れ
た
人
は
、
神み

輿こ
し

踊
り
や
子
ど
も
だ

ん
じ
り
練
り
へ
声
援
を
送
っ
た
り
、
大
注

連
縄
に
編
み
込

む
「
願
い
文
」

を
書
い
た
り
と
、

ま
つ
り
を
堪
能

し
て
い
ま
し
た
。

問
観
光
・
国
際

交
流
課
☎
948
６

５
５
５
・
FAX
943

9
０
０
１

勇
壮
な
海
上
絵
巻「
鹿
島

櫂か
い

練ね

り
」･伝
統
を
つ
な
ぐ

「
大お

お

注し

め連
縄な

わ

」の
奉
納

つ
ば
き
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
8
入
賞
作
品
決
定

道後温泉本館保存修理工事寄付 第2回募集開始!
～小説「坊っちやん」の舞台　道後温泉本館を未来に遺

の こ

したい！～

募集期間 ６月１日㈮～７月31日㈫
※寄付金額が2,700万円に達した時点で終了
対象 個人および企業
募集金額料 個人１万円～、企業10万円～
※道後温泉本館・椿の湯・道後温泉別館 
飛
あすか

鳥乃
の

湯
ゆ

泉に募金箱を設置。募金箱への
寄付は、１円から受け付け
申し込み 期間中に「ふるさとチョイス 
ガバメントクラウドファンディング」HP
https://www.furusato-tax.jp/gcf/309（６

月１日㈮～公開）
または次の窓口へ

▼道後温泉事務所
（道後温泉本館
内）・各支所・納
税課（市役所本館２階）
※ゆうちょ銀行・各金融機関の利用を希
望される場合は、ご連絡ください
問道後温泉事務所☎921–5141・FAX 934–
3415

 

道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１
８
の
イ
ベ

ン
ト
の
一
環
と
し
て
「
田
中
泯
　オ
ド
リ

～
一
遍
上
人
と
歴
史
的
古
層
～
」
と
題
し
、

ダ
ン
サ
ー
・
田
中
泯
さ
ん
に
よ
る
「
場
踊

り
」
が
４
月
27
日
、
上
人
坂
か
ら
宝
巌
寺

本
堂
を
舞
台
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
音
楽
に

合
わ
せ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
表
現
の
世
界

に
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
３
５
０
人
は
真

剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

 
ま
た
４
月
29
日
に
は
、
正
岡
子
規
へ
の

オ
マ
ー
ジ
ュ
（
賛
歌
）
と
し
て
「
田
中
泯
　

オ
ド
リ
～
コ
エ
か
ら
モ
ジ
へ
～
」
が
道
後

公
園
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

問
道
後
温
泉
事
務
所
☎
921
６
４
６
４
・
FAX

934
３
４
１
５

ダ
ン
サ
ー
･
田
中
泯み

ん

さ
ん

「
場
踊
り
」を
披
露

久谷中の花壇

鹿島櫂練り

宝巌寺での「場踊り」の様子

グ
ラ
ン
プ
リ「
二
之
丸
に
て
」

特
別
賞「
椿
の
湯
の
椿
」

準
グ
ラ
ン
プ
リ「
絵
馬
に
祈
る
」

グ
ラ
ン
プ
リ「
ピ
ン
ク
の
ゆ
り
か
ご
」

特
別
賞「
春
を
知
ら
せ
る
花
火
」

準
グ
ラ
ン
プ
リ「
伊
予
の
つ
ば
き  

与
一
」

　道後温泉本館を未来に遺すため平成31年１月以降に保存修理工事を行う予定です。
そこで、その費用の一部について寄付を募ります。寄付をいただいた人には、「小説

『坊っちやん』の舞台　道後温泉本館を未来に遺したい！」プロジェクトメンバーとし
て認定し、メンバーの名刺を進呈し、工事進捗状況などのレポート、刻

とき

太鼓をたたく
ことができる権利（抽選で100人）をお送りします。
※この寄付は寄附金税額控除の対象となります。ただし、募金箱への寄付は寄附金税額控除対象外です

 

写
真
を
通
し
て
、
市
花「
つ
ば
き
」の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

た「
つ
ば
き
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８
」の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
展
示
日
程
】
6
月
4
日
㈪
～
15
日
㈮
8
時
30
分
～
17
時
＝
市
役
所
本
館
１
階
▼

6
月
16
日
㈯
～
30
日
㈯
6
時
30
分
～
23
時
＝
「
道
後
温
泉 

椿
の
湯
」（
道
後
湯

之
町
）
展
示
ス
ペ
ー
ス
▼
７
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫
9
～
21
時
＝
松
山
総
合
公
園

（
朝
日
ケ
丘
一
丁
目
）
管
理
棟
１
階

問
①
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
☎
948
６
7
0
5
・
FAX
934
2
5
7
8
、
②

公
園
緑
地
課
☎
948
６
8
5
4
・
FAX
934
8
7
2
3

①松山とつばき部門(応募総数53点)

②松山総合公園「椿園の花」部門(応募総数64点)

井
上 

雄
次
さ
ん（
苞
木
）

中
川 

清
次
さ
ん（
東
長
戸
三
丁
目
）

別
宮 

省
一
さ
ん（
小
坂
三
丁
目
）

住
友 

真
弓
さ
ん（
湯
の
山
東
五
丁
目
）

竹
田 

理
紗
さ
ん（
高
岡
町
）

井
上 

昭
さ
ん（
姫
原
二
丁
目
）

 二之丸史跡庭園などの「つ
ばき」の種類の多さと美しさ
に感動し、撮影しました。

 昨年生まれた娘を思い、こ
のタイトルにしました。受賞
してとてもうれしいです。

花園町通りの「御所柿」と解説板

願い文を編み込む


